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（５）「人間的〈環境〉」における、特異な構造としての〈社会〉

さて、以上の議論をここでいったん整理してみよう。これまでわれわれは、

人間という存在の本質について、存在論的な〈環境〉の概念を手がかりに明ら

かにしようと試みてきた。本書における〈環境〉とは、主体となる存在によっ

て独自の形に定義され、同時にその主体が自らの存在を十全な形で具現化させ

る基盤となる外界のことであった。そして一般的な生物存在が、自然生態系に

埋め込まれた「環世界」において生きるのに対して、われわれ人間存在は、自

ら創出した「人為的生態系」に由来するもうひとつの「環世界」を持ち、いわ

ばその「二重構造」のなかで生きるのであった。ここではこれらの「環世界」

を、それぞれ「自然的環世界
0 0 0 0 0 0

」と「人為的環世界
0 0 0 0 0 0

」という形で区別することに

したい（図２）。

このうち「人為的環世界」は、前述のように、主体となる人間にとって、物

質的な「社会的構造物」、そして非物質的な「社会的制度」や「意味体系＝世界

像」が結合することによって成立している。とりわけ「社会的制度」や「意味

体系＝世界像」は、物質としては存在していないが、主体となる人間の側から

見ると、確かに〈環境〉として――「社会的構造物」と同じように、自らの存
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図２　「人間的〈環境〉」の構造
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